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１　目　的
　今年に入ってからの有珠山の活動は，・・・。
（本文は10.5ポイントとして，１行当たりの語数と行数は著者で決めて下さい。）
大雪(2010)は・・・・・と述べている１）。
２　方　法
（１）調査について
　有珠山周辺・・・・・・。調査地を表１に示す。
　　表１：有珠山・・・・・・・・・
	
	
	

	

	

	



１）調査項目
　①有珠山の・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・。
　②地元小中学校における・・・・・
　　　・・・・・・・・・・
２）調査時期
　・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）分析について
　それぞれの・・・・・・・・。
　・・・・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・。
３　結　果
　まず，・・・・・・・・・・・・・。
・・・・・・・・・・・・・・・　
・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
　　　　↓　下余白３０ミリ
　これらの・・・・・・を図１に示す。

	


図１　

これらの結果より，・・・・・・であった。

４　考　察
　各地区のハザードマップを・・・・・・・。
　樽前（2012）は，・・・・・・・・・としている２）。
・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・
・・・・・・・・・・
５　まとめ
　本研究では・・・・・・・・のことが明らかになった。
１）・・・・・・・・・・
２）・・・・・・・・・・
３）・・・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
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